
【出典】令和４年度 全国学力・学習状況調査報告書【小学校／国語】

小学校国語科における１人１台端末の活用シーン×StuDX Style

文部科学省 StuDX Styleウェブサイト https://www.mext.go.jp/studxstyle/（令和４年10月）

３-②

付箋操作のオンライン化デジタル付箋を使ってみよう

１-➉

【使用するソフト（例）】

【StuDX Style関連事例】

「考えをまとめる」とは、話し合いを通して様々な視点から検討し、互いの意見の共
通点や相違点、利点や問題点等をまとめることです。話し合った後で考えをまとめる際
には、様々な視点から検討したことを踏まえて、自分の考えをまとめることが求められま
す。

学習指導に当たっては、話し合いを始める際に話し合いの目的や方向性を検討す
ること、話し合いの展開や内容を踏まえて互いの意見を整理すること、様々な視点か
ら検討して自分の考えをまとめることなどが重要です。

１人１台端末を活用することで、容易に話し合い活動の内容を可視化し、意見を
整理・分析することが可能です。
また、共同編集機能を活用することで、学級全体の意見を共有しながら学習を進
めることも有効です。
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【出典】令和４年度 全国学力・学習状況調査報告書【小学校／算数】

小学校算数科における１人１台端末の活用シーン×StuDX Style

文部科学省 StuDX Styleウェブサイト https://www.mext.go.jp/studxstyle/（令和４年10月）

【StuDX Style関連事例】

目的に応じて、複数のグラフから適切なグラフを選択し、データの特徴や傾向を捉え、
必要な情報を読み取れるようにすることが重要です。

学習指導に当たっては、例えば、本設問を用いて、円グラフから、割合が一番大きい
遊びを読み取る活動が考えらます。その際、一つの円グラフからではなく、複数の円グラ
フの中から、１年生も６年生も楽しめる遊びを決めたいという目的に応じて、円グラフ
が何を示しているかを読み取ったり、円グラフを選択したりできるようにすることが大切で
す。

１人１台端末を活用することで、グラフの作成を瞬時に行えます。また、アンケート
機能を活用することで、複数のアンケートを同時に集計することができ、児童自身で
グラフを作成することも可能です。

整理した情報をもとに自分自身を振り返る

１-㉔

振り返り活動のDX

３-④

フォーム

【使用するソフト（例）】

スプレッドシートNumbers Excel

Forms
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【出典】令和４年度 全国学力・学習状況調査報告書【小学校／理科】

小学校理科における１人１台端末の活用シーン×StuDX Style

文部科学省 StuDX Styleウェブサイト https://www.mext.go.jp/studxstyle/（令和４年10月）

【StuDX Style関連事例】

知識をより深く理解できるようにするためには、複数の対象について調べ、調べたこと
を関連付けることができるようにすることが重要です。

学習指導に当たっては、予想や仮説を基に、視点を明確にして調べ、関連付ける
場面を設定することが大切です。
例えば、昆虫の体のつくりについて、頭、胸、腹といった部分に着目して見いだした問
題を解決する中で、１人１台端末などを活用しながら、複数の昆虫の体のつくりにつ
いて関連付けて説明し、理解を深める学習活動も考えられます。
その際、共同編集機能を活用することで、相互に考えを見合ったり、自分の考えと
比較して新しい考えを発見したりし、まとめかたのよさを共有できます。

また、作成したスライドなどのデータをクラウドに保存しておくことで、教師だけでなく児
童自身も、いつでも学習過程を振り返ることができます。

３-②

付箋操作のオンライン化 作成スライドを分担した後で協働的に解決

３-⑪

知識をより深く理解できるようにするためには、複数の対象について調べ、調べたこと
を関連付けることができるようにすることが重要です。

学習指導に当たっては、児童があらかじめ持っているイメージや素朴な概念などを、よ
り妥当性の高いものに更新していく場面を設定することが大切です。
例えば、植物の発芽、成長、結実について、１人１台端末などを活用しながら、あ
らかじめ持っていたイメージや素朴な概念と、学習したことを意味付けたり関連付けたり
して、それらを説明し、理解を深める学習活動も考えられます。
その際、共同編集機能を活用することで、相互に考えを見合ったり、自分の考えと
比較して新しい考えを発見したりし、理解を深めることができます。

また、作成したスライドなどのデータをクラウドに保存しておくことで、教師だけでなく児
童自身も、学習過程を振り返ることで考えや理解を深めることができます。

【使用するソフト（例）】
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【出典】令和４年度 全国学力・学習状況調査報告書【中学校／国語】

中学校国語科における１人１台端末の活用シーン×StuDX Style

文部科学省 StuDX Styleウェブサイト https://www.mext.go.jp/studxstyle/（令和４年10月）

その他、チャット機能等のコミュニケーションツールを活用することも可能です。

【StuDX Style関連事例】

意見文を書く際には、自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にすること
が大切です。根拠を明確にするためには、まず、自分の考えが確かな事実や事柄に基
づいたものであるかを確かめることが必要です。また、分かりやすい文章にするために、
読み手からの助言などを踏まえ、自分の文章のよい点や改善点を見いだすことも大切
です。その際、読み手は、書き手の目的と意図を理解した上で、単なる印象ではなく、
具体的な記述を取り上げて助言などをすることが重要です。

意見文などの文章を書く学習場面で、１人１台端末を活用し、文書作成ソフトを
使うことで、構成の検討や推敲が手書きよりも手軽にできるだけではなく、検討の過程
を記録に残すことができます。また、読み合って助言する際にコメント機能を活用する
ことで、双方向のやりとりを繰り返すことが容易になります。教師も、検討の過程の記
録やコメントの履歴を見て、それぞれの生徒の学習過程を確認することができるので、
個別の指導を丁寧に行うことが可能になります。

❷ グループで【意見文の下書きとコメントの例】を読み、石田さんと山口さんのコメントに
ついて検討する。

❸ 各自でノートに修正案を書き、グループで交流する。

❹ 学習を振り返る。 （一部省略）

コメント機能を活用した学び合いの活性化

３-⑦

チャット機能で情報共有

３-⑤

【使用するソフト（例）】

OS標準の
文書作成ソフト

ドキュメントPages Word
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中学校数学科における１人１台端末の活用シーン×StuDX Style

文部科学省 StuDX Styleウェブサイト https://www.mext.go.jp/studxstyle/（令和４年10月）

※箱ひげ図の作成にあたっては、第１四分位数と第３四分位数の定義等を確認し、データを入力してください。 またOSによっては、箱ひげ図が表示されない場合があります。

【StuDX Style関連事例】

日常生活や社会の事象を題材とした問題などを取り上げ、統計的に問題解決する
ことができるように指導することが大切です。その際、問題を解決するために計画を立て、
必要なデータを収集して処理し、データの分布の傾向を捉え、その結果を基に批判的
に考察し判断するという一連の活動を充実させることが大切です。
例えば、本問のように、コマ回し大会で使うコマを選ぶため、二つのコマのうち、より長
い時間回りそうなコマを選ぶという場面において、二つのコマＡとコマＢが回った時間の
データを収集し、それらを整理して代表値を求めたり、ヒストグラムに表して分布の傾向
を読み取ったりするなどして、二つのコマの特徴について話し合う場面を設定することが
考えられます。

１人１台端末を活用することで、箱ひげ図の作成を瞬時に行え、話し合う場面を
十分に設定することができます。また、表計算ソフトを使って学級全体で共同編集す
ることで、話し合いを行うグループ以外の作成状況も共有することが可能です。

３．コマをどの位置から回すとより長く回るか判断し、その理由を説明する。
（一部省略）

【出典】令和４年度 全国学力・学習状況調査報告書【中学校／数学】

整理した情報をもとに自分自身を振り返る

１-㉔

毎日の記録を手軽にグラフ化

１-⑮

【使用するソフト（例）】

OS標準の
表計算ソフト

OS標準の
学習支援ソフト
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中学校理科における１人１台端末の活用シーン×StuDX Style

文部科学省 StuDX Styleウェブサイト https://www.mext.go.jp/studxstyle/（令和４年10月）

【StuDX Style関連事例】

身近な現象を科学的に探究する上で、化学変化に関する知識及び技能を活用し
て、化学変化を粒子の保存性に着目し、分析して解釈することは大切です。

学習指導に当たっては、水の電気分解などの化学変化を原子や分子のモデルで表
す学習場面を設定し、化学変化に関係する原子の種類や数が変化しないことに気
付くようにすることが考えられます。その際、原子や分子のモデルで表した複数の化学
変化を比較し、粒子の保存性に気付くようにすることが重要です。

１人１台端末を活用することで、プレゼンテーションソフト上で原子や分子のモデル
を基に化学反応式で表す学習活動が容易になり、生徒が試行錯誤しながら取り組
みやすくなります。
また、端末に、元素記号の原子のモデルなどを配信することで、家庭学習等におい
て活用することが容易になると考えられます。

【出典】令和４年度 全国学力・学習状況調査報告書【中学校／理科】

（一部省略）

授業の導入でひな形学習カード配信

３-①

「○○調べ」をひな形カードで蓄積

３-⑭

【関連】平成30年度全国学力・学習状況調査授業アイディア例
（中学校理科 「先哲の考えを手掛かりに炎の明るさと炭素の関係を調べよう」）→

【使用するソフト（例）】
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